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＜連絡事項＞
・AOMより～常備薬を薬局が持ってきたら、東病棟のスタッフとダブルチェックするよう
にして下さい。
＜患者様連絡事項＞
・高橋　ミイ子様～入院時の書類を長男様が紛失した為、今後は家族との連絡調整はケアマネが仲介するとの事。退院先について、現状では長男との同居は困難な為、介護認定の再調査を依頼し、役所と相談して施設を探していく予定。全ての調整はケアマネが行う為、情報がある際には連絡を取り合うこととしている。LTの契約書類は記入後ケアマネが持参予定。
・

＜隔離処遇患者様＞
・立花　圭様～時間隔離中。各食全量～1/3摂取。不穏・興奮無く、自室にて漫画本を読む等して過ごされている。対面時落ち着いている。引き続き精神症状の観察を行い、早期に処遇が改善されるよう介入していく。
＜要注目患者様＞
・木村　格治様～声高さ・命令的な口調あるが、妄想発言や不穏・興奮は無い。
・河原木　泰志様～朝食後薬促しにも不明瞭な発言・拒否強く、拒薬あり。時間置いて対応し内服する。昼食後薬は再三促しにて拒否無く内服する。
・橋本　拓実様～食後、ホールのゴミ箱の中を漁る事あり、介入要している。介入にて止める事出来ている。
・澤田　キエ様～発熱なし。他バイタルサイン異常なし。血尿あり。拒食見られている。
・三浦　幹様～日中、臥床して過ごしている。帰宅要求なし。
・西村　キン子様～バイタルサイン異常なし。処置時、顔をしかめる行為見られている。
＜馬渡Dr診察情報＞
・関口　義光様～臨時薬メマリー10㎎→15㎎、コントミン37.5㎎→25㎎へ変更となり、他同内容で7日間処方となる。状態みて不穏ないようならＯＴ導入の指示あり。
・熊谷　樹里様～臨時薬ハロペリドール4.5㎎→off、他同内容で7日間処方となる。
2/14クロザリル登録用の採血の指示あり。
・川村　耕八様～臨時薬同内容で7日間処方となる。
・森川　きよ様～便秘傾向の為、センナリド1Ｔ追加、他同内容で7日間処方となる。
・織笠　キヌエ様～臨時薬デジレル75㎎→100㎎、他同内容で7日間処方となる。血圧
　　　　　　　　　は様子見、便秘の悪化に注意するようコメントあり。

＜入院患者様情報＞
氏　　名：滝沢　繁倫様

　生年月日：昭和13年1月26日　80歳

　病　　名：混合型認知症/右大腿骨頚部骨折/深部静脈血栓/左慢性中耳炎

　性　　別：男性

　入院形態：医療保護入院

　主治医　：深澤Dr

　　

（経過）

H26年12月妻他界後より、健忘、見当識障害等は悪化。H27年頃には認知機能がさらに悪化。認知症の治療の為、H29年5月高松病院受診し、アルツハイマー型認知症と診断。

服薬治療開始となるが易怒性等があり、服薬中断されていた。家族より転院希望があり、H29.8.25あおぞらクリニック受診し、症状改善、薬剤調整目的にて当院紹介され、H29.8.28入院となる。入院後も女性患者様や女性スタッフの手を引っ張る、部屋に入る等の行為があり、薬剤調整行っていたが副作用により動作緩慢、歩行の不安定さがあり、薬剤調整、環境調整実施していた。H30.1.26より右股関節痛を訴え、股関節X-P施行。明らかな骨折所見は認められなかったが疼痛持続しており、自力での歩行困難となっていた。認知機能の低下により、転倒の有無等の詳細は不明。右大腿骨頚部骨折の可能性があり、室岡整形外科受診。室岡整形より、八戸赤十字病院整形外科へ紹介となり、右大腿部頚部骨折にて手術適応あり、八戸赤十字病院精神科へ転院となる。2月1日右大腿骨観血的整復術の予定となっていたいが、EF20％でありハイリスク手術であるため家族と相談し、手術せず、保存的加療方針となる。そのため加療継続目的にて当院へH30年2月13日14時10分Ｃユニット4号室へ医療保護入院となる。
氏　　名：木田　博暢様

　生年月日：昭和28年11月8日　64歳

　病　　名：前頭側頭葉変性症

　性　　別：男性

　入院形態：医療保護入院

　主治医　：深澤Dr

　　

（経過）

Ｈ20年秋頃に認知症を発症し、前頭側頭型認知症の診断。Ｈ25年頃より親類が住む八戸市へ転居し、八戸市立市民病院神経内科へ転院。小規模多機能型りんごっこ寿楽荘にて通所、宿泊等のサービスを利用していた。しかし、多動、歩行状態が不安定であり、ふらつきもあることから同院主治医より専門医療機関への受診を勧められ、当センターを紹介。薬剤調整にて症状改善の希望にて、本日、初診。薬物調整目的にて、13：04東病棟Aユニット12号室へ医療保護入院となる。

(備考)
・LTBプラン、オムツプラン①　義歯無し
